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○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

ご意見ありがとうございました。今後、その拠点を含めたいろんなまちづくりの構想等の中で、

やはり教育委員会ともしっかり連携をとりながら、どうしたら子供たちに喜んでもらえるような環

境づくりができるのか、それぞれの世代が喜んでもらえるのかあたりを考えながら、また検討して

まいりたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 〔１０番 保坂 悟君登壇〕 

○１０番（保坂 悟君） 

４番の糸魚川市のＳＤＧｓの取り組みでありますが、もう時間がないのではしょりますけども、

平成２７年２月２７日の私の一般質問で、戦略的農地集約と観光公社の創設、戦略的山林集約と観

光公社の創設、糸魚川ジオツーリズムビューローの設置などの質問をしております。こういったこ

とをＳＤＧｓと兼ねて取り組んでいただければと思います。要望にしときます。 

以上です。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、保坂議員の質問が終わりました。 

暫時休憩いたします。 

再開を２時２０分といたします。 

 

〈午後２時１３分 休憩〉 

 

〈午後２時２０分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、新保峰孝議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

日本共産党の新保峰孝です。 

私は、人口問題と産業振興について、国民健康保険税について、駅北大火の復旧・復興について、

米田市長のお考えを伺いたいと思います。 

１、人口問題と産業振興について。 

(1) 糸魚川市の人口減少をどのように捉え、どのような対策に力を入れているか。 

① 子育て支援策等の充実等、直接的・間接的少子化対策についてはどうか。 
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② 健康寿命を延ばす等の高齢化対策についてはどうか。 

③ ＵＩターンの推進等、定住支援策についてはどうか。 

(2) 市内産業の推移についてどのように捉え、どのような振興策をとっているか。 

① 就業人口や市内総生産実額において農業の落ち込みが激しい。農業、林業の衰退は、中

山間地域の水田、畑、山林等の維持管理に直結し、災害防止の面からも大きな影響があり

ます。農業の担い手不足が顕在化している中で、農業関係団体との連携を強化しなければ

ならないのではないか。同時に中山間地の資源を生かした取り組み強化が求められている

のではないか。 

② 漁業の就業人口は大きく減っていますが、市内総生産実額ではふえております。海洋資

源を生かした取り組みは、糸魚川市の特色を生かした取り組みとなります。６次産業化方

式で強化すべきではないか。 

③ １次産業も含めた幅広い起業支援を行うと同時に、中小企業振興条例を制定して中小企

業支援策の強化を図るべきではないか。 

④ 新たな仕事をつくり出すための農林漁業振興公社や研究所をつくり、地域資源を生かし

た仕事づくりに取り組んだらどうか。 

(3) 総合計画に基づくこれまでの取り組みと住民の福祉の増進を図ることを基本とする地方自

治法の原則を踏まえ、人口減少が続く今後のまちづくりをどのように考え取り組むか。 

① 福祉の増進を図り、暮らしやすく市民が誇りを持てるまちづくりを目指すべきではない

か。 

② まちづくりにおける自治体と市民の果たす役割をどのように捉え、今後のまちづくりに

取り組むか。 

③ 地理的・文化的条件等を生かした癒しの里づくりを目指したらどうか。地域資源を生か

した新たな仕事づくりが、誘客に結びつくような取り組みにしていく必要があるのではな

いか。 

２、国民健康保険税について。 

(1) 当市の国民健康保険税課税においては、被保険者に係る所得割、資産割、均等割、世帯別

平等割となっております。このほかに後期高齢者支援金の被保険者所得割、均等割、世帯別

平等割、介護納付金の所得割、均等割がありますが、子供に均等割と称して国民健康保険税

を課税するのはいかがなものか。子供が多い世帯ほど保険料が高くなるのはおかしいのでは

ないか。 

(2) 協会健保、共済組合、船員保険等、他の公的医療保険制度で子供に負担を求めている医療

保険はあるか。 

(3) 糸魚川市の国民健康保険加入世帯の年間平均所得は幾らか。 

(4) 国民健康保険に対する国の負担を減らしたことから国民健康保険財政が一層厳しくなった

のが現実だと思います。国の負担割合をもとに戻しふやすよう、どのような働きかけを行っ

ているか。 

(5) 子供から人頭税のような形で徴収しているのは日本の国民健康保険税くらいではないか。

国が全国知事会から均等割の見直しを要望され、合意してから４年もたつとのことでありま
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す。基本は国の責任でありますが、日本一の子供を育てる環境を整えようという糸魚川市が、

率先して子供の均等割を廃止すべきと考えますが、どうか。 

３、駅北大火の復旧・復興について。 

(1) 修復型復旧を掲げて取り組み、大火後２年２カ月が経過いたしました。住宅・店舗の再建、

被災者支援についてはどのような到達状況と考えているか。今後の被災者支援はどのように

取り組むのか。 

(2) にぎわい創出広場の施設はどのような役割を持つ施設か。 

① 飲食店営業に対応した施設整備とはどのようなものか。 

② 大火の記録と伝承等の情報発信区画の活用方法はどのようなものか。 

③ 多用途空間は施設面積の半分以下でありますが、これまでのように人が大勢集まるイベ

ントを開催できるのか。 

④ 利用者ニーズに柔軟に対応できるようにとのことでありますが、指定管理料の上限をど

のように考えているか。 

⑤ にぎわい創出広場施設の入札についてはどのように考えているか。 

(3) にぎわいの拠点施設は、どのような位置づけで、どのような施設を考えているのか。 

(4) 海望施設の検討とありますが、現施設をどのように変えたいのか。 

(5) にぎわいの創出と相馬御風生家を生かすことについてはどのように考えているか。 

以上、１回目の質問といたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

新保議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目につきましては、子供を安心して産み育てるための支援を継続するほか、

国が行う幼児教育、保育の無償化に取り組んでまいります。 

２つ目につきましては、高齢者が健康で生き生きとした生涯を過ごすための健康づくり、生きが

い対策、介護予防を推進しております。 

３つ目につきましては、交流人口、関係人口の拡大のため、地域資源を活用したプロモーション

活動を展開するとともに国・県と一体となり、移住施策を展開し、定住人口の獲得につなげてまい

ります。 

２点目の１つ目につきましては、担い手確保に向け、県やＪＡなど関係機関と連携して、取り組

んでおります。また、当市の恵まれた資源を生かし、持続できる１次産業を目指してまいります。 

２つ目につきましては、海洋資源により付加価値を高めるため、引き続き６次産業化の取り組み

を推進してまいります。 

３つ目につきましては、関係機関で連携して、幅広い分野の起業・創業を支援しております。ま

た、中小企業振興条例については、商工団体の皆様と研究を進めてまいりたいと考えております。 

４つ目につきましては、関係機関との連携をさらに強化する中で、地域資源を生かした産業振興

に取り組んでまいります。 
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３点目の１つ目につきましては、今後も高齢化が進む中で、福祉の増進や市民の愛着と誇りの醸

成は重要だと考えており、引き続き、住みやすいまちづくりに取り組んでまいります。 

２つ目につきましては、まちづくりの主役は、あくまでも市民であり、行政はその活動を支援す

る形で取り組んでまいりたいと考えております。 

３つ目につきましては、地理的・文化的条件を生かして、ジオパーク活動を展開しており、この

活動の中で議員ご提案の取り組みも検討し、新たな仕事や誘客につなげていきたいと考えておりま

す。 

２番目の１点目につきましては、国民健康保険においては、全ての被保険者がひとしく保険給付

を受け取る権利があり、被保険者の相互扶助により支えられていることから、国民健康保険に加入

する全ての方からご負担をいただいております。 

２点目につきましては、事業主が保険料の２分の１を負担する協会けんぽなどと異なり、市町村

保健及び国保組合は、加入する全ての方を均等割の対象といたしております。 

３点目につきましては、今年度の実態調査では、国保加入者の課税標準所得で１世帯７６万円と

なっております。 

４点目につきましては、国庫負担のあり方については市長会等で要望しており、今後も必要に応

じて要望してまいります。 

５点目につきましては、現在、子供の均等割を廃止することは考えておりませんが、国や県、県

内市町村と連携しながら対応してまいります。 

３番目の１点目につきましては、４月に市営復興住宅の入居が始まりますと、被災者の再建はお

おむね完了となります。被災者支援につきましては、健康相談や生活相談など、引き続き個別に対

応してまいります。 

２点目の１つ目につきましては、飲食業を行おうとする方からキッチンを使っていただき、自

立・独立へのチャレンジの場としていただきたいと考えております。 

２つ目につきましては、パネルや映像による記録と伝承を行うほか、オープンスペースを使って

の防災教育なども考えております。 

３つ目につきましては、施設全体を活用するイベントの開催は、可能であると考えております。 

４つ目につきましては、運営者が、ある程度自由な発想のもとで活用いただけるよう考えてまい

ります。 

５つ目につきましては、土木、建築、電気、機械設備というのを制限付一般競争入札で行う予定

であります。 

３点目から５点目につきましては、まちづくりの主役となる市民を交えて、位置づけや役割、機

能について、今後のエリア全体のまちづくりの構想を検討する中で考えてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますのでよろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 
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まず、子育て支援策について伺いたいと思います。 

人口問題は、基本的には国の問題でありますが、自治体でできることは積極的にやろうという立

場でお聞きしたいと思います。 

平均して１人の女性が産む子供の数を合計特殊出生率といいますけれども、２.０７になると人

口が維持されるということであります。これを人口置換水準というとのことであります。人口置換

水準は、合計特殊出生率が２.０７人、糸魚川市もかつては、この出生率が高い時期がありました

けれども、２０１６年には１.５２となっております。日本は、１.４４であります。出生率を上げ

ることに成功したと言われているフランスは、１.９２であります。スウェーデンは、１.８５。 

なぜフランスが高いのかと。直接・間接的子育て支援策が充実しているということもあるという

ことでありますが、もっと根本的なことでは、男性・女性の性別役割分担と専業主婦に対する意識

の変化が、フランスでは、日本より３０年、４０年先を進んでいるという、そういうこともあると

いうことであります。フランスでも、日本と同じく専業主婦化が進んだけれども、性別役割分担に

対する意識の変化が進んで、男女平等、同一労働、同一賃金へと進化してきたということでありま

す。 

日本もフランスと同じような道を進んでおりますが、違いは、日本の場合、政府が主導して女性

労働の主力を補助的なパート労働へ誘導し、１９８５年に男女雇用機会均等法を制定したけれども、

仕事と家庭の両立支援策や子育て支援策が不十分なまま進んできているということがあるのではな

いかと思います。日本も、妻が働かなければ、生活水準を維持できない、そういう時代に入ってお

ります。子供１人扶養するのに経済的に非常に厳しい人たちがふえている状況があります。にもか

かわらず、フランスのように男女平等、同一労働、同一賃金へと進化できていないというのが現状

ではないかと思います。 

医療保険では、フランスでは加入していない人が基本的にはいないということであります。最も

低所得の人は、医療費の自己負担分なしに医者にかかることができる。必要最低限の医療は、正規

の滞在許可証を持たない外国人にまで保障されているとのことであります。日本の場合、国保では

経済的困窮で支払いが滞ると、短期証や資格証明書になり、受診が制限されるようになっておりま

す。先進国では、労働環境の改善、同一労働、同一賃金、医療の保障などが少子化対策に間接的効

果を上げているのではないかと思います。 

糸魚川市もこういう間接的支援策を強化・改善すべきと思いますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

糸魚川市のほうでも地方創生総合戦略という形で進めております。出生率を上げたいということ

で妊娠・出産環境の整備ですとか、子育て支援というところの支援はやっておりますけども、さら

に議員が言われるような女性が働きやすい環境をつくっていくとか、女性の力を生かすとか、そう

いった取り組みも当然必要だというふうに思っておりますが、まだまだ今やっている対策だけでは、

まだ十分でないとは思っておりますので、今後さらにどういった方向がいいのかを考えながら施策

を考えていきたいと思っております。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

糸魚川市の子ども医療費助成は、通院の一部負担がございます。一部負担をなくす自治体がふえ

ております。この際、糸魚川市も一部負担をなくすべきではないかと思いますが、いかがでしょう

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

磯野こども課長。 〔教育委員会こども課長 磯野 豊君登壇〕 

○教育委員会こども課長（磯野 豊君） 

子ども医療費につきましては、昨年１０月から入院費の一部負担を無料化したところでございま

す。ほかにも子育て支援策は、段階的に拡充してきております。子ども医療費助成の通院費の無料

化につきましては、また子育て世代のお声、また近隣の市町村の状況を見て、検討していきたいと

いうふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

ぜひやってもらいたいと思います。 

資格証明書が出されたとき、国保の、子供が病気になった場合、医療機関にかかるとしたら負担

はどうなりますか。資格証明書は、私は発行すべきではないと思いますけれども、どういうふうな

ことになるか、お聞かせ願えますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林市民課長。 〔市民課長 小林正広君登壇〕 

○市民課長（小林正広君） 

お答えします。 

資格証につきましては、本来であれば資格証の場合は、本人、病院で１０割負担という形になり

ます。そして、その次に短期証ということになりますと、通常の負担割合、３割の負担で、ただ、

その保険証の期間が３カ月ずつに更新するというものになっております。 

そこで、今ほどの子供さんが病気になったような場合ということでございますが、私ども資格証

につきましては、滞納が長引いている方、あるいは一切相談に応じてない方、こういった方には資

格証をお渡ししておりますが、相談をしながら、ただまだ未納があるという場合には、短期証とい

うことで３カ月ごとの更新の、いわゆる普通に使える保険証をお渡ししてございます。１８歳未満

の子供さんがおられるようなご家庭の場合ですと、資格証に該当する方であっても、子供さんに何

かあっては悪いということで、短期証を交付したりとか、そういった形で配慮する中で交付をして

おると。こういうのが今の現状でございます。 
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以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

高齢化対策の関係で伺いますが、少子高齢化時代は、健康寿命を延ばす対策が大事になっており

ます。３点、大事ではないかと思います。 

１点目は、仕組みづくりであります。保健、医療、介護、福祉を統合した仕組みづくりでありま

す。保険は予防という、単純にそういうふうに考えております。将来的には、予防、医療、介護、

福祉にプラスして、コミュニティ、地域を加えた形になればよいと思いますけれども、そのために

はまず、行政と病院と社会福祉法人との一体化が必要ではないかというふうに思います。連携では

なくて、一体化が必要ではないか。元祖、御調町のケアシステムであります。そのような仕組みに

するという意識を持って取り組む必要があると思いますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

川合福祉事務所長。 〔福祉事務所長 川合三喜八君登壇〕 

○福祉事務所長（川合三喜八君） 

お答えいたします。 

御調町につきましては、全国発の地域包括ケアシステムを構築した市町村でございまして、私ど

もも先進地の１つということで考えております。 

ただ、地域包括ケアシステムにつきましては、それぞれの自治体の状況に応じてその仕組みが異

なりますことから、今のところは行政と医療と社会福祉法人の一体ということではなく、連携を強

める中で高齢者の支援をしてまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

連携だと今の現状では、非常に不十分な面が多いんでないかと思うんですね。うまく直結された

ような形で徹底しないと、予防から病院から、最終的には介護の先の自宅の福祉まで、そういう点

があると思いますので、ぜひ考えていただきたいと思います。 

２点目は、保健、予防に力を入れる、そのための組織が必要ではないかということであります。

以前の一般質問でも言わせていただきましたけども、長野県の保健補導員の、別な名称の市もある

みたいですけど、その教訓を学んで、各自治会ごとに自主的組織をつくって、保健、予防に関する

活動を活発化させる取り組みが必要ではないかというふうに思いますし、保健師の増員も必要では

ないかと思いますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 



－ 123 － 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

長野県におきましては、県が主導となって保健補導員という制度を運用しております。新潟県に

おきましては、そういった制度はございませんが、当市におきますとやはり食生活改善推進委員の

皆様から、食生活だけはなく、運動、そして生活全般を取り入れた中で活動していただいておりま

す。市からの情報ですとか、あるいはこちらから市民の皆様お伝えしたいこと、また市民の皆様の

ご意見なども吸い上げていただいて、情報を共有しております。そういった団体を活用しながら、

市のほうでは今後も取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

知は力でありますので、ぜひともそういう市民の皆さんに対する活動を強化していただきたいと

思います。 

３点目は、健診受診率の引き上げであります。検診の受診率の引き上げは、検診や医療にかかり

やすくする取り組みが重要になるんではないかと思います。ＷＨＯ（世界保健機関）初め、世界で

健康の見直しが進んでいるとのことであります。 

高血圧、糖尿病は、社会経済的要因によるもので、国や地域、教育、職業による格差であるとも

指摘されております。検診を受けにくい事業所の方たちに対する働きかけと、検診時間・場所等の

工夫も必要ではないかと思いますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

糸魚川市では、特定健診、そして各種がん検診を実施しております。特定健診につきましては、

国保の方から受診していただいておりますけれども、がん検診については、どなたでも受診をして

いただけるような形で推進をしております。 

受診しやすい体制といたしましては、日曜日の検診ですとか、あるいは女性におきましては、夕

方の検診ということで取り組んでおります。受診率の向上は、市のほうでも課題としておりますの

で、今後とも受けやすい体制づくりに努めてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

つけ加えさせていただければ、世界では、精神的にも肉体的にも社会的にも満たされることが健

康づくりの中で重視されてきているということであります。自分らしい人生が送れているという思

いが、健康につながるということのようであります。 

③の定住支援策について、伺いたいと思います。 

ＵＩターンを考えてみようかという相手の立場になって、本気で支援することが大事ではないか
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と思います。受け入れ側が余り条件をつけ過ぎないことも必要と思いますが、どのようにされてい

るか。本物のまちづくりを目指している、以前でも紹介させてもらいました宮崎県綾町では、手づ

くり工房をされる方たちの中で、口づてで伝わり、自然とそういう入ってくる方たちがふえてきた

ということであります。どのように受けとめておられるか、考えておられるか、伺いたいと思いま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

定住支援策といたしましては、空き家を活用しまして、Ｉターンされる方への補助的なところで

住まいを提供していくですとか、あと家賃補助、新たにＩターンされる方の家賃を、まずは最初、

応援してると。あとは修学資金の助成をしてる中で、何とかＵＩターンという取り組みを進めてお

ります。 

ただ、制度だけつくって、数のほうも上がってきておりますけども、これで十分であるとは思っ

ていません。やっぱり糸魚川市を選んでもらえるように、ここへ来たら何ができるかとか、そうい

った魅力というのが大事だと思います。議員の言われるような部分も１つの取り組みだと思うんで

すけども、やっぱり糸魚川市のいろいろな地域資源もありますので、もっとよさを出しながらこう

いう制度を一体となって進めるのが大事だというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

市内産業の推移、振興策の関係で、農業、林業の衰退の関係で伺います。 

市内総生産実額の推移を２０００年、平成１２年と２０１５年、平成２７年を比較してみますと、

この１５年間で２,１９６億２,７００万円が、１８１０億１,４００万円に８２％に減っておりま

す。１５年間で８２％に減っております。就業者数も２万７,２５７人から、２万１,５１０人とな

り、７９％に減っております。市内総生産額も就業者数も約２０％減ったということであります。 

第１次産業では、この期間、市内総生産実額が３５億９,４００万円から、２０億１,０００万円

に減っております。１５年間で５６％に減っております。同じ期間の第１次産業就業者数も

２,３５１人が、１,２６９人となり、５４％に減っております。生産額も就業者数も約４５％ぐら

いに減ったということであります。 

中でも農業は、総生産実額２０億６,０００万円が７億５,６００万円となり、３８％に激減をし

ております。就業者数も１,９７７人が１,０２５人となり、５２％に激減をしております。総生産

額は６２％、就業者数は４８％減ったということであります。 

水産業は、総生産実額８億７,８００万円が９億８,４００万円となり、農業と逆転いたしました。

年によって、かなり変動ありますけれども。 

このような状況をどのように捉えておられますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

池田農林水産課長。 〔農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○農林水産課長（池田 隆君） 

まず、農業についてご説明させていただきます。 

今ほど新保議員から数字をもってご指摘をいただいたように、農業については、就業者、それか

ら総生産実額においてかなりの減少が見られるということであります。その理由につきまして、例

えば人、それから農地、作物のこの３つで整理をしてみますと、就業者では平均年齢が７０を超え

る、そして農業離れによる就業者の減少というのが見られます。また、農地を見ますと、中山間地

域を中心に条件不利地、また未整備地などから耕作放棄が進んできております。また、作物で見て

みますと、糸魚川市の農業については、米作一辺倒というところがあって、収入が米価に左右され

るというような、これらの要因がさまざま絡み合ったことによって、今ほどお示しをいただいたよ

うな就業人口だとか総生産実額の減少につながっているというふうに捉えております。 

一方、水産業、漁業を見ますと、こちらも就業者の高齢化、減少が続いております。 

ただ、市内漁業協同組合幾つかあるんですが、漁業協同組合によっても少し様子が違っておりま

して、農業よりも若い人の姿が目にとまる状況があります。市内の漁業につきましては、ご案内の

ように底引き、それからカニかごというような特徴があって、１経営体当たりの水揚げというのは、

約２,０００万円あります。県内の平均が７２０万円ですので、水準とすれば高い状況にあります。

ただ、大漁になると単価が下がってしまうと。将来的には、今も取り組んでおるんですが、６次化

を行って付加価値を高めていくというような課題を持っておるというふうに捉えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

国の政治、国政の影響が大きいわけでありますけども、市としても将来を見据えて新しい取り組

みを含めて取り組んでいく必要があるんではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池田農林水産課長。 〔農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○農林水産課長（池田 隆君） 

１次産業につきましては、国のほうは成長産業化していきたいということで、今いろんな施策を

打ち出していただいております。例えば農業を１つとってみますと、国全体ですと１０年前と現在

の総生産額を比較すると伸びております、多少伸びております。 

ただ、糸魚川市だとか新潟県、北陸地方のように米一辺倒だと残念ながら減少しておるという状

況がございます。それらも踏まえまして、やはり高収益の作物への転換・誘導、それから農地を維

持していくための省力化、これは圃場整備だとか基盤整備が主なものになるわけですが、こういう

ものを着実に進めながら１次産業の振興に努めていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

ヨーロッパの農業政策は、これまで一歩先を進んでいる面があると思いますけれども、ＥＵでは、

農業と農村に対する新しい考え方が広がり、農政にも反映されてきているということであります。 

内容は、農村住民の就業が、農業だけでなくてツーリズム、建設業、製造業、さまざまなサービ

ス業などの非農業部門にも広がってきているということだそうであります。農村に多面的役割が与

えられて、再生可能エネルギーと環境保護をめぐる農村の役割が重視されてきている。当然そこに

は、国の補助予算もついてきているということだそうであります。 

日本で同じようにできるかどうかは別にしましても、学ぶべきところは学んだほうが役に立つの

ではないかと思います。これまで経営体として成り立つ農家の育成、集落営農による法人化、雇用

化での雇用の確保、集落間連携協定、地産地消推進、とも補償等々、市内外で取り組まれてまいり

ました。今後も中山間地域での水田と里山の一体的利用、水田の暗渠排水を含めた基盤整備と合わ

せ、米単作からの脱却と複合的発展、地域資源を生かした新しい作目との組み合わせ、直売所等々、

仕事づくりと合わせ、人も呼ぶ新しい取り組みが必要と思いますが、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池田農林水産課長。 〔農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○農林水産課長（池田 隆君） 

農業だけで、やはり中山間地域を考えるというのには、なかなか難しい部分があります。今ほど

新保議員がおっしゃいましたような、例えばツーリズムでありますとか、そこの地域資源を活用し

た新しい展開だとかそういうものについては、まだ勉強不足でありますが、今いただいたご提言を

参考にしながら、今後も引き続き努めていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

漁業の点でありますけども、６次産業化をさらに進めていきたいというふうな答弁でありました。

生産高は、変動はありますけども上がってる、維持されているというのは努力されてるんだなとい

うふうに思います。６次産業化という場合に漁業というのは、糸魚川市の１つの特色でもあるわけ

ですよね。ですので、とるだけじゃなくて、とって売るだけじゃなくて、加工して売るだけでなく

て、自分たちで販売するといいますかね、そこまでやると。それと同時にとった魚を３次産業に回

してといいますか、料理屋さんとか食堂とかそういうところで工夫をして、質の高い料理を出すと

いうような、そういう６次産業化で収入をふやすというものをずっと徹底してやっていくことが、

また漁業の振興と同時に糸魚川市の一定程度の発展につながってくるんでないかなというふうに思

います。いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 



－ 127 － 

池田農林水産課長。 〔農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○農林水産課長（池田 隆君） 

漁業についても、とったものをそのまま売るということではなくて、今ほどお話がありましたよ

うに加工したり、直接販売をしたりということで収入を上げるという取り組みについては、必ず必

要だというふうに考えております。実際、今もやっておらないわけでなくて、例えば夏にアンコウ

がとれたら、それを加工して保存をして、そしてシーズンにそれを売るとか、ニギスですけども、

それが大量にとれたときは、３Ｄ冷蔵庫を導入いただいておりますので、それで加工して、手がす

いたときに加工販売をしていくと。例えば学校給食に使っていただくとか、そういう取り組みとい

うのは、実際に出てきておりますので、今後もそれらについては漁業協同組合と一体となって強化

をしていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

人口減少対策というのは、非常にいろんな要因があるんで、総合的なものだと思うんですよね。

結果として人口減少が起こるとか、人口増加が起こるとかというふうになると思います。そういう

取り組みが必要だということで、引き続き聞かせてもらいます。 

幅広い企業支援、中小企業振興条例の関係ですが、とにかく働く若い人たちをふやす。そのため

に何が必要かということを徹底して取り組む必要があるというふうに思います。起業支援をもっと

幅広くやって、誘客につながる事業も市が開拓し、紹介すると。そして、また中小企業振興条例を

定めて、市がどうしてもやらなければならないというんだという、そういう状態をつくることが必

要だと思いますが、いかがお考えでしょうか。 

条例をつくらなくても同じことをやってるんだという言い方をされるんですね。でも例えば議会

の場合は、議会基本条例があるのとないのでは、同じことをやってますといっても全然違うんです

よ。皆さんも条例化されれば、絶対にやらなきゃならない。ですから、後がないわけです。そうい

う状態にしてやるときではないかということです。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大嶋商工観光課長。 〔商工観光課長 大嶋利幸君登壇〕 

○商工観光課長（大嶋利幸君） 

当市の企業は、大部分が中小企業、また小規模企業であり、市の企業支援施策イコール中小企業

の支援・施策であるとも言えると思います。 

ただ、先ほど市長の答弁にもありましたように、理念条例として制定するだけではなくて、いか

に実効性のあるものをするためにどうすればいいのか、また、当市の現況に応じて、現在、行政と

商工団体、また中小企業者が検討しながら、どういう条例をつくればいいのかを含めて、またどう

いう施策をすればいいのかを含めて、検討をしておるところでございます。今後も中小企業者並び

に小規模企業者のニーズの変化も考えてくると思われますので、それらを含めてコミュニケーショ

ンをとってまいりたいというふうに考えております。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

ぜひ実現されるように取り組んでいただきたいと思います。 

農林漁業振興公社、仕事づくりの関係で伺います。 

県でもいろんな機関・組織を持っています。私が提案しているのは、地域資源を活用した仕事を

開発する。そういう組織、数人でも五、六人でもいいんですが、そういうのが仕事づくり公社とい

うふうに言ってもいいんですけども、そのくらいの構えがないと人口減少に歯どめをかけることは

できないんではないかというふうに考えますので聞いてるんですが、そういうふうなことはなかな

か市役所の中ではできないと私は思います。いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

池田農林水産課長。 〔農林水産課長 池田 隆君登壇〕 

○農林水産課長（池田 隆君） 

農林業振興公社という観点で農林水産課から答弁をさせていただきます。 

農林業の振興公社的なものは、全国で自治会だとか自治体だとかＪＡが中心となってそういうも

のをつくっておるということは、承知をしております。それと今、新保議員がご提案されておるの

は、ちょっと別もんだというふうには理解しておりますけども、一般的な農林公社については、農

地の受け皿であったり、担い手の受け皿であったりということで設立されておりますけども、なか

なか経営収支の面でうまくいっておらんというのが、私の認識であります。現在のところ市といた

しましては、当市としてはそういう計画については今のところはございません。 

ただ、ＪＡとして農協出資型の法人というのは、実は検討していただいた経過もありますが、そ

れについてもなかなか経営収支等で思うようにいかないということで、実現には至っておらないと

いうふうに理解しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

例えばフォッサマグナミュージアム、博物館とか美術館とか、市町村で持っているところもあり

ますよね。職員をそこに、常勤の職員を配置して、そこを運営すると。いろんなその分野のことを

見てもらうと。それの仕事版だというふうな感覚で、職員をそこに五、六人張りつけて、あるいは

四、五人張りつけて、５年でもいい１０年でも期間限定でもいいですから、糸魚川市の資源を生か

したどういう仕事ができるのかというのを幅広く、当たり前のようなことでなくて本当に幅広く専

門家も呼んだりして、仕事づくりの開発といいますか、そういうことができないかと。ぜひそうい

うのをやっていただきたいということであります。 

（３）この後のまちづくりの関係ですが、①については、市長が今までどおりしっかりやってい

くという答弁でございましたので、それは省略させてもらいまして、市民と市との関係であります
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が、まちづくり、地域づくりでは、住民参加と同時に市と行政と住民が対等であるというのが大事

だと思うんですね。言いっ放し、聞きっ放しのアリバイづくりの住民参加というふうにならないよ

うにすることが大事だと思うんですが、こういう点については、どのようにお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

地域づくりも地域づくりプランという形で、各地区でつくってるとこもありますけども、やはり

集まっていただく地域の皆さんには、主体的に動いていただけるように、まずは地域と住民が主役

になるように進めておるつもりであります。行政は、住民がみずから行動ができるようなきっかけ

をしっかりつくっていく。まずはそういう自分ごととして考えていただくというところが一番大事

になってまいりますので、そこら辺に主眼を置いて住民が主体となって、行政も一緒にやりますけ

ども、地域づくりのほうは進めていくというスタンスでやっておりますので、決して会議でこう言

いましたが、そういうふうにはならないようには、注意はいたしたいというふうに思っております。

一緒に取り組んでやっていくという方向で進めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

まちづくり、地域づくりは、知恵を出して、汗もかいて、金も出すという本気のまちづくりでな

いとなかなかうまくいかないというふうに私は思います。 

③の癒しの里づくりの関係ですが、癒しの里づくりというのは、以前、前の一般質問でも言った

ことあるんですけど、市民会館で講演された大学の先生、大学教授の言葉であります。 

糸魚川市は地理的にも動植物の点でも農林水産の面でも癒しの里づくり、ほかから人が来て、糸

魚川市に来て、疲れをとって、また元気になって帰っていくと。そういう条件がそろっているんで

ないかなというふうに私も思います。総合的な取り組みになりますけれども、それが多くの方たち

の就業の機会をふやす取り組みにもなるんではないかということであります。検討してみてはどう

かということで言わせてもらいました。いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺企画定住課長。 〔企画定住課長 渡辺孝志君登壇〕 

○企画定住課長（渡辺孝志君） 

議員のご提案は、癒しの里ということでご提言ですけども、やっぱり糸魚川へ来て、体験価値、

来てよかった、来ておもしろい、もう一度来てみたい、そういうやっぱり地域資源の活用というの

は、まだこれから小さくても多くつくっていく必要があるというふうに思っております。その中で、

多くの皆さんから糸魚川へお越しいただくことによって、住民の皆さん、ここに住んでる人たちの

気づきがあると思うんですね。やっぱりここは人を呼べるとこだ、いいとこだ、愛着が持てるすば

らしいとこだ、こういうところの共感というのもできると思います。最初から大風呂敷を広げるん
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じゃなくて、小さくても糸魚川のちょっとした体験価値を見つけて家へ呼んでくる。そういったと

ころをふやしていくのが大事なのかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

国民健康保険税について伺いたいんですが、１０年前と比べて、市全体ですよ、所得が減ってい

るのに国保税は上がっていると。例えば中小企業従業員が加入する協会けんぽに加入できない方た

ちと収入も含めて相対的に少なくなっている、条件が厳しい子育て世代の方たちに負担を多く求め

る構造になっているんではないかと思います。どのように思われますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

糸魚川市の特徴といたしましては、６５歳から７４歳までの方の、いわゆる前期高齢者の加入者

の割合が非常に多くなってきている現状がございます。県内でも一番多いということになっており

まして、今年度は６０％まで上がってきております。そういったことがありますので、年金暮らし

の方ですとか、そういった無職の方、そういう方が多い現状で、収入もそれに伴って低くなってい

るというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

市民所得１人当たりでは、２０００年、平成１２年から２０１５年、平成２７年を比べてみます

と、２０００年が２６９万７,０００円、２０１５年、平成２７年が２４８万５,０００円というふ

うに減っております。こういうふうに１５年間でずっと減ってきてると、市民所得がですね、そう

いう状況にあるということであります。日本一の子育て環境を目指す糸魚川市が率先して、子供の

均等割をやめるべきではないかというふうに思いますが、いま一度お答え願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

子育て支援の取り組みにつきましては、市の施策として幅広く行う必要があると考えております。

子育て支援としての考え方で均等割を廃止するということは、現在のところ市のほうでは、今考え

ておりません。国のほうに全国知事会を通しまして要望もしております。ですので、そういった国

の動向を注視しながら、ほかの市町村と連携しながら対応してまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

ぜひほかの市町村に先駆けて、そういうのをやめて、子育て支援に役立てていただきたいと思い

ます。 

駅北大火の復旧・復興の関係で伺いたいんですが、被災者支援の関係ですけども、個々の事情に

応じて機械的でない支援が大事だと思います。ぜひ被災された方たちの立場に立って、支援をして

いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

お答えいたします。 

いろんな支援の形については、それなりのめどが立ったというところで支援の打ち切りをします

というようなことは、１２月にもお話しさせていただいたと思います。 

ただ、全てを打ち切るというわけではございませんで、今ほどのように個々に必要である方、そ

ういった方々に対しては、引き続き支援を行ってまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

にぎわい創出広場の関係で伺いたいんですが、キッチンスペース、この飲食店営業に対応した貸

し出しということでありますが、新規開業への支援は、さまざまな制度で行われております。ここ

の場所でやるという、その意味はどういうところにあるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

こちらはやはりまちづくりへのチャレンジの場という位置づけで考えております。なかなかそう

いった食をテーマにした起業となると、初期投資等の面でハードルが高い部分がございます。それ

らをある程度、この広場のキッチンスペースで用意する中でチャレンジしやすい。ここでいろんな

自分の事業としてのスタートアップといいますか、少し練習をしていただいた形で本格的に自分で

事業化していくと。それは周辺の市街地、もしくはそれ以外のところになるかもしれませんが、ほ

かでの自分の今度夢をかなえるための創業・起業につなげていただきたいという位置づけで考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 
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もし需要があるとしたら、近辺の空き店舗を活用して、余りお金をかけずに調理場のついた貸し

出しを、店舗をつくったらどうかと、あいてるそういうところですね。そのほうがどちらも中途半

端にならずに済むんではないかと私は思うんですが、いかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

施設単体で、キッチンのスペース単体で考えているわけではなくて、やはり１つの役割としては、

その広場を使ってのイベント等でのオープンキッチンとか、そういったことも想定しております。

それから、日ごろに広場のオープンスペース等に集まっていただきやすい環境づくり、その一環と

してもキッチンスペースを設けていく。なおかつ、そこでチャレンジに向けて準備をしていただく

と、そういったような仕組みで考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

情報発信区画で、例えば指定管理者に任せるという部分は、どのようなところを任せるのか、全

部任せるのか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

まだ指定管理者に任せるといったところまで確定しているわけではありませんが、施設全体とし

て運営を任せる、民間の方に運営を任せていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

多用途空間を見ると、建物がないときよりもイベントの場合、使いにくくはなりませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤復興推進課長。 〔復興推進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○復興推進課長（斉藤喜代志君） 

確かに建物は何もないエリアだった場合で比べたら、広場としては空間は狭くなっておるかもし

れません。 

ただ、雨露をしのげる、雪をしのげる、冬でもイベントができるといったような意味で屋根の部

分がある。そういったふうに考えておりまして、施設全体、オープンスペースから真ん中のエント

ランス部分、それからキッチンも含め、それから外の空間もそれなりに屋台等、出店しやすいよう
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なスペースを設けておりますので、全体として十分にご活用いただけるというふうに考えておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔８番 新保峰孝君登壇〕 

○８番（新保峰孝君） 

被災地だけでなくて、駅北全体を考えて、糸魚川らしさを出す工夫も必要ではないかというふう

に思います。 

終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、新保議員の質問が終わりました。 

暫時休憩いたします。 

再開を３時３０分といたします。 

 

〈午後３時２０分 休憩〉 

 

〈午後３時３０分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、山本 剛議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本議員。 〔３番 山本 剛君登壇〕 

○３番（山本 剛君） 

清政クラブの山本です。 

１回目の質問をさせていただきます。 

１、県施設の供用について。 

１月２５日の広報で青海シーサイドパーク「ドームなぎさ」が、ジュニアスポーツ団体の練習等

に開放となりました。その経緯について伺います。 

(1) ドームなぎさは、県の施設で公園施設と聞くがどうか。今までスポーツに使用できなかっ

た理由は何か。 

(2) 市内に県所有の施設は高校などと思いますが、ほかにもあるのか。 

(3) スポーツ施設として高校施設の開放があると思うが、現状の利用状況はどうか。 

  県を含めた財政を考えたとき、それぞれが連携して供用できるものは供用することが必要

と思うがどうか。そのための方策を考えているか。 

２、市職員の定員適正化計画について。 

合併後、新糸魚川市となり市職員の定員適正化計画が作成されました。本年度末にも多くの退職


